
アスファルト舗装－① アスファルト舗装－②

路面復旧特記事項

※　路面復旧は再生材を使用し，リサイクルの促進を図ること。

※　道路上に区画線等がある箇所の施行の場合，舗装復旧後に区画線等も原形に復元すること。

※　必ず仮復旧を行い，路盤安定後に本復旧を行うこと。
※　舗装道路の本復旧は，表層の最低影響幅を０．３ｍとするが，実施において掘削部分の端から舗装の絶縁部分までの
 　距離が１．２ｍ以下となる場合全幅舗装復旧を行うこと。(但し，道路管理者の判断が必要な場合は協議を行うこと。)

コンクリート舗装

路面復旧特記事項

※　道路上に区画線等がある箇所の施行の場合，舗装復旧後に区画線等も原形に復元すること。

※　必ず仮復旧を行い，路盤安定後に本復旧を行うこと。
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表層工 ｔ=５０ 

（再生密粒度アスコン） 
表層工 ｔ=３０ 

（レミファルト） 

路盤工 ｔ=１２０ 

（粒度調整砕石 M-３０） 

表層工ｔ=50(再生密粒度ｱｽｺﾝ) 

上層路盤工 （粒度調整砕石 M-３０） 

下層路盤工 （再生砕石 ＲＣ-４０） 

レミファルト ｔ=３０ 

路床の埋戻し材料はスクリーニ

ングス（石粉）で行い，ランマー

等により充分締固め仕上厚は２０

ｃｍ以下で行うこと。 

路盤工 ｔ=１００ 

（粒度調整砕石 M-３０） 

路床の埋戻し材料は砂及び良質

の土砂で行い，ランマー等により

充分締固め仕上厚は２０ｃｍ以下

で行うこと。 

表層工ｔ=100 

※注①(ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-

路盤工 

（切込砕石 Ｃ-４０） 

レミファルト ｔ=３

路床の埋戻し材料は砂及び良

質の土砂で行い，ランマー等に

より充分締固め仕上厚は２０ｃｍ

以下で行うこと。 

路盤工 ｔ＝１00 

（切込砕石 Ｃ-４

注①使用するコンクリートの水セメ

ント比は６０％以下とする。 


